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１．ソロモンは立派
りっぱ

な王でした。 

しかし、機会
きかい

をのがしました 

(1)ソロモンは神様に一千回の全焼
ぜんしょう

のいけにえを 

ささげた王でした（I列王 3:4） 

(2)神様の神殿
しんでん

を建築
けんちく

した王でした（I列王 6:1～38） 

(3)しかし、偶像
ぐうぞう

を崇拝
すうはい

して、堕落
だらく

した生活
せいかつ

を送
おく

り 

ました(I 列王 11:1～43) 

 

２．ソロモンの後悔
こうかい

は取
と

り戻
もど

すことができないことでした 

(1)ソロモンの心に、かぎりないむなしさがやってき 

ました(伝 1:1～11) 

(2)なやみがなくなる日はありませんでした 

（伝 1:12～18） 

              (3)快楽
かいらく

の終わりが苦しみということを知りました 

（伝 2:1～11） 

(4)世の中のことを追求
ついきゅう

して生きました。その結果
けっか

、 

国が北イスラエルと南ユダに分かれてしまいました 

(伝 2:12～23) 

 

 

 

３．レムナントは機会
きかい

をのがしてはいけません 

(1)天の下のすべてのことには定
さだ

められた時があって、 

時刻表
じこくひょう

があります(伝 3:1)  

(2)すべてのことには状 況
じょうきょう

と時があります(伝 3:2～8) 

①生まれる時があって、死
し

ぬ時があります 

②植
う

える時があって、植
う

えたものを引き抜
ひ  ぬ

く時があります 

③殺
ころ

す時があって、いやす時があります 

④くずす時があって、建
た

てる時があります 

⑤泣
な

く時があって、笑
わら

う時があります 

⑥なげく時があって、踊
おど

る時があります 

⑦石を投
な

げて捨
す

てる時があって、石を集
あつ

める時があります 

⑧抱
だ

く時があって、それを遠
とお

ざける時があります 

⑨捜
さが

す時があって、失
うしな

う時があります 

⑩大事
だい じ

に保管
ほか ん

する時があって、捨
す

てる時があります。 

⑪ひそかに黙
だま

っている時があって、話さなければならない時があります 

⑫引き裂
ひ  さ

くのに時があって、縫い合
ぬ  あ

わせるのに時があります 

⑬愛
あい

する時があって、憎
にく

む時があります。 

⑭戦
たたか

う時があって、和睦
わぼく

する時があります 

 (3)その時は偶然
ぐうぜん

ではなく、神様の摂理
せつり

によることなのです（伝 3:9～22） 

 

 

 

 

神様は 

レムナントに 

機会
きか い

をあたえられるので、」

レムナントは 

それをのがしては 

なりません 

   北 

イスラエル 

 

南ユダ 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

伝 3:1～10 ｜ 天
てん

の下
した

では、何事
なにごと

にも定
さだ

ま

った時期
じ き

があり、すべての営
いとな

みには時があ

る。私
わたし

は神が人の子らに与
あた

えて労苦
ろう く

させる

仕事
しご と

を見た。(1､10) 
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１．祝福
しゅくふく

を正しく味わわなければうばわれてしまいます 

(1)エサウは長子の権利
けん り

の祝福
しゅくふく

を尊
とうと

く思いませんでした 

それで、煮物
にも の

一杯
いっぱい

で、長子の権利
けん り

を弟ヤコブに売りました(創 25:27～34)  

(2)悪霊
あくれい

につかれたサウル王は、ねたみで目がくらんでしまって、神様が 

くださった自分の祝福
しゅくふく

をみなうばわれました(Ｉサムエル 18:7～10) 

(3)神様の大きい祝福
しゅくふく

を受けたソロモンは、異邦人
いほうじん

の女性
じょせい

が持ってきた 

偶像
ぐうぞう

につかえて、自分が受けた祝福
しゅくふく

を正しく味わえませんでした 

(Ｉ列王 11:1～13) 

２．ソロモンは心を痛
いた

くしながら「神様をはなれたすべてのことは 

おろかなことだ」と言いました 

 (1)ソロモンはことばを少なくしなさいと言いました（伝 5:2) 

ことばが多いとおろかなことを言います（伝 5:3) 

神様に約束
やくそく

をしたとすれば、すぐに約束
やくそく

を守
まも

らなければなりません 

(伝 5:4)  

(2)多くのお金を持っても満足
まんぞく

がなくて、多くの富
とみ

を持っても 

満足
まんぞく

はありません(伝 5:10) 

(3)神様からたりないことはないほど受けても味わえなくなります 

(伝 6:2) 

千年の 2倍を生きても幸
しあわ

せではありません(伝 6:6) 

むなしく風
かぜ

を追
お

うようなものです（伝 6:9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．レムナントは家庭
かて い

でも、他
ほか

の人からも 

  世の中でも来る苦難
くな ん

に勝つ力がなければなりません 

 (1)レムナントヨセフは、家庭
かて い

問題
もんだい

に勝つ力がありました（創 37:1～11） 

 (2)レムナントモーセは、社会
しゃかい

問題
もんだい

に勝つ力がありました（出 3:1～18） 

 (3)レムナントサムエルは、教会
きょうかい

問題
もんだい

に勝つ力がありました（Iサムエル 3:1～18） 

 (4)レムナントダビデは、国家
こっ か

問題
もんだい

に勝つ力がありました（Iサムエル 17:1～47） 

 (5)レムナントエリシャは、偶像
ぐうぞう

問題
もんだい

に勝つ力がありました（Ⅱ列王 6:8～20） 

 (6)レムナントイザヤは、時代
じだ い

問題
もんだい

に勝つ力がありました（イザヤ 6:1～13） 

 (7)パウロとテモテは、異端
いた ん

のぬれぎぬと、迫害
はくがい

問題
もんだい

に勝つ力がありました（Ⅱテモテ 2:1～7） 

 

 

 

 

 

 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

伝 6:1～2 ｜ 私
わたし

は日の下で、もう一つの悪
あく

があるのを見た。そ

れは人の上に重
おも

くのしかかっている。神が富
とみ

と財宝
ざいほう

と誉
ほま

れとを与
あた

え、彼
かれ

の望
のぞ

むもので何一つ
なにひと 

欠
か

けたもののない人がいる。しかし、

神は、この人がそれを楽
たの

しむことを許
ゆる

さず、外国人
がいこくじん

がそれを楽
たの

し

むようにされる。これはむなしいことで、それは悪い
わる  

病
やまい

だ。  

神様が 

与
あた

えられる祝福
しゅくふく

を 

管理
かん り

する方法
ほうほう

を 

知らなければ 

なりません 

おとうさんに、おいしい

料理
りょうり

を作らないと 

長子の権利
けんり

をくれたら 

にものをあげるよ～ 

見えない長子
ちょうし

の権利
けん り

は 

いいや。にものは 

おいしいな 

長子
ちょうし

の権利
けん り

 

ぼくのもの！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           １．最高
さいこう

の知恵
ち え

と最高
さいこう

の＊本分
ほんぶん

は 

神様を恐
おそ

れ、うやまうことです 

(1) 幸
さいわ

いな人は、神様のみことばを喜
よろこ

び 

  昼
ひる

も夜
よる

も黙想
もくそう

することが好
す

きです（詩 1:1～6) 

(2)神様をおそれ、敬
うやま

うことは知識
ちしき

のはじめです(箴 1:7) 

(3)義人
ぎじ ん

や知恵
ち え

のある人は、 

彼
かれ

らすることは、すべて神様の御手
み て

の中にあります 

（箴 9:1） 
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２．知恵
ち え

のある人とおろかな人の差
さ

は、さけられない未来
みらい

になります 

(1)死
し

んだライオンより、生きている犬がよいです(伝 9:4) 

(2)足がはやい人が競争
きょうそう

に勝つのではありません（伝 9:11） 

(3)知恵
ち え

のある人の静
しず

かな話が、おろかな人のさけびよりよいです（伝 9:17） 

(4)穴
あな

を掘
ほ

る人は、自分がその穴
あな

に落
お

ちます(伝 10:8) 

(5)おろかな人はよくしゃべりますが、これから起
お

こることについて知りません  

(伝 10：14) 

 

３．神様をおそれ敬
うやま

う人は、世の中が知らない答えを味わいます 

(1)主を見下す者たちは、犯罪
はんざい

におちいって、ほろびにいたります 

(2)主をおそれ敬
うやま

ったダビデ王は、最高
さいこう

の王になりました (Ⅰ歴 29：10～14) 

(3)失敗
しっぱい

を経験
けいけん

したあと、ソロモン王は、 

主以外にはすべてがむなしいと告白
こくはく

しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊本分
ほんぶん

：絶対
ぜったい

に、当然
とうぜん

守って行うべき役割
やくわり

 

 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

伝 9:1 ｜ というのは、私
わたし

はこのいっさいを心に留
と

め、正しい人も、知恵
ち え

のある者も、彼
かれ

らの働
はたら

きも、

神の御
み

手
て

の中にあることを確
たし

かめたからである。彼
かれ

ら

の前にあるすべてのものが愛
あい

であるか、憎
にく

しみである

か、人にはわからない。 

人のいちばん 

大きな本分
ほんぶん

は 

なんでしょうか 



 

11．．神神様様ののみみここととばばががよよくく打打
う

ちちつつけけらられれたた釘釘
くぎ

ののよよううにに打打
う

ちちつつけけらられれななけけれればばななりりまませせんん  

((11))知知恵恵ののああるる者者ののここととばばはは、、突突きき棒棒
つ  ぼ う

ののよよううななももののでであありり、、編編 集集
へんしゅう

さされれたたももののははよよくく打打
う

ちち

つつけけらられれたた釘釘
くぎ

ののよよううななももののでですす  ((伝伝 1122：：1111))  

((22))  釘釘
くぎ

ががかかたたいい壁壁
かべ

にに打打
う

ちちつつけけらられれれればば、、そそここににななんんででももかかけけるるここととががででききるるよよううにに  

神神様様ののみみここととばばががかかたたくく打打
う

ちちつつけけらられれるるとと、、そそここにに神神様様のの栄栄光光
えいこう

ががかかけけらられれまますす  

  ((イイザザヤヤ 2222：：2200～～2244))  

((33))よよくく打打
う

ちちつつけけらられれたた釘釘
くぎ

ののよよううにに、、心心にに神神様様ののみみここととばばがが打打
う

ちちつつけけらられれたたレレムムナナンントト  

77 人人はは、、世世界界をを変変化化
へんか

ささせせるる答答ええをを受受けけままししたた  

  ((創創 3377：：11～～1111、、出出 22：：11～～1100、、ⅠⅠササムムエエルル 33：：11～～1188、、ⅠⅠササムムエエルル 1166：：11～～1133、、  

ⅠⅠ列列 1199：：1188～～2200、、イイザザヤヤ 66：：1133、、ⅡⅡテテモモテテ 22：：11～～77))  

((44))心心にに神神様様ののみみここととばばががよよくく打打
う

ちちつつけけらられれたた初初代代
しょだい

教教 会会
きょうかい

のの伝伝道道者者
でんどうしゃ

たたちちはは、、  

迫迫害害
はくがい

ととかかんん難難
なん

のの中中ででももががっっかかりりすするるここととななくく、、よよりりいいっっそそうう、、伝伝道道
でんどう

ににははげげみみままししたた  

((使使 11：：11～～1144))  

  

22．．年年老老
としお

いいるるとと変変
か

ええらられれなないい時時刻刻表表
じこくひょう

がが来来まますす  

((11))わわざざわわいいのの日日がが来来まますす  ((伝伝 1122：：11))  

((22))力力ががななくくてて粉粉
こな

ひひききががででききずず、、目目がが暗暗
くら

くくななりり、、鳥鳥
とり

のの声声にに起起
お

きき上上ががりり、、水水ががめめはは泉泉
いずみ

のの

かかたたわわららでで砕砕
くだ

かかれれるる日日がが来来まますす  ((伝伝 1122：：33～～66))  

((33))ももととああっったた地地にに帰帰
かえ

るる日日がが来来まますす  ((伝伝 1122：：77))  

  

33．．そそののよよううなな日日がが来来るるままええにに、、必必ずず見見つつけけななけけれればばななりりまませせんん  

((11))創創造造者者
そうぞうしゃ

をを覚覚
おぼ

ええななけけれればばななりりまませせんん  ((伝伝 1122：：11))  

((22))むむななししいいここととににすすべべててををかかけけててははななりりまませせんん  ((伝伝 1122：：88))  

((33))ここのの世世ののすすべべててののここととのの結結果果
けっか

ををすすべべてて  

聞聞かかさされれたたののでで、、神神様様ををおおそそれれ敬敬
うやま

いい、、  

神神様様のの命命令令
めいれい

をを守守
まも

りりままししょょうう。。  

ここれれががすすべべててのの人人ががすするるべべきき本本分分
ほんぶん

でですす  ((伝伝 1122：：1133))  
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若いときはよく寝
ね

て 

ごはんも、おいしかっ

たのに、今は力もなく

ねむれず、聖書
せいしょ

を 

見てもよく見えない 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

伝 12:1～11 ｜あなたの若い日に、あなたの創造者
そうぞうしゃ

を

覚
おぼ

えよ。わざわいの日が来ないうちに、また「何
なん

の喜
よろこ

びもない」と言う年月が近づく前に。太陽
たいよう

と光、月と

星
ほし

が暗
くら

くなり、雨
あめ

の後
あと

にまた雨雲
あまぐも

がおおう前に。  

 

レムナントのときに 

かならずすることが 

あります 


